









校生徒たちのことを書くことだな（Wainaina 2005 ＝ 2014）。
1　はじめに
　この一文は、ケニア人若手作家ビンニャヴァンガ・ワイナイナ（Binyavanga Wainaina）に 












ど訪れたことのない 20 代から 30 代の若年層―とも呼ばれる。ポストコロニアルの現代 
を生きる彼らは、自身を「新たなアフリカ」の牽引者と認識しており、伝統的なアフリカ性 
を継承する一方で、時代に適応した近代性を追求する。スプロンクは、このような「伝統」 








　本書は、スプロンクがアムステルダム大学社会科学研究所（Amsterdam School for Social 
Science Research）に提出した博士論文Ambiguous Pleasures. Sexuality and New Self-Deﬁnitions 





都市若年ミドルクラスに関心を抱いてきた。本書は主に 2001 年から 2002 年、そして 2004 


















会規範や社会制度に関連して行われてきた。1920 年代から 1930 年代にかけて、B．マリノ 
フスキーによるトロブリアンド諸島における配偶者間のセクシュアリティ（『西太平洋の遠 
洋航海者』 1922 ＝ 1967）、そして M．ミードによるサモアにおける思春期のセクシュアリテ 
ィ（『サモアの思春期』 1928 ＝ 1976）を嚆矢としたが、その後、具体的な性行動を題材とし
た人類学的研究はほとんど現れなかった（本書 : 29-30）。1960 年代から 70 年代にかけては、 
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フェミニズムやレズビアン・ゲイ研究が盛んに行われるようになり、さらに 1980 年代以降、 
HIV ／ AIDS が世界的な問題となったことで感染予防対策の推進が緊急課題として求められ、 


















やすいこと、という三点にあることが示される（本書 : 271）。そして、身体的経験に関する 
言説分析と実証的研究を接合させながら、自己がいかに生成されるのか、いかにセクシュア 
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人びととみなしてきたことや、「アフリカ女性」を、権利を奪われ、出産のためにしか性行 
為をせず、性的快楽は「無い」とみなしてきたこと（本書 : 23）。それは、彼らのセクシュア 
リティを欧米のそれとは異なるものとして捉えてきた態度への批判である。アフリカにお
ける「恋愛とセックスの関係、エロティシズム、夫婦間の性的関係、女性の（性的な）快楽 

























ように語るのであろうか。第 4 章と第 5 章は、10 人の若い男女（女性 5 名・男性 5 名）へ 
の、恋愛やセクシュアリティに関する綿密な聞き取りに基づいたエスノグラフィーである。 
第 4 章では若年女性、そして第 5 章では若年男性のセクシュアリティの経験を彼らの語り 
から描き出す。性行為について彼らは、「ものすごい衝動で、体のあらゆる部分が呼び覚ま 
される気分」（本書：127）、「とてもセクシーになったような気分にさせる」（本書 : 144）、「ハ

















しその一方で、女性は性行為を「大人の女性になった気分」（本書 : 156）と語ったり、男性 









































































































6　2011 年のアフリカ開発銀行の報告書によると、1 日の消費額が 2 ドルから 20 ドルの層がミド 
ルクラスと定義されている（AfDB 2011）。
11三阪：「あいだ」を生きる





































8　スプロンクがフィールド調査（2001 年〜 2002 年、2004 年）を行ってから現在に至るまで、 
選挙後暴動（2007 ／ 2008 年）、それをふまえ独立以降初めてのケニア人自身による民主的な憲 
法改正（2010）、女子割礼の非合法化（2011）が行われるなど、調査時と現在では異なった状 
況がみられるだろう。
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